
一
、
は
じ
め
に

　

訓
点
資
料
に
は
、返
点
を
兼
ね
る

3

3

3

3

3

3

と
言
わ
れ
る
テ
の
ヲ
コ
ト
点
が
存
す
る
（
後

掲
の
図
３
参
照
）。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
そ
の
返
点
を
兼
ね
る
と
さ
れ
る
テ
の
ヲ
コ

ト
点
が
、
返
点
と
し
て
で
は
な
く
、
句
切
り
を
示
す
点

3

3

3

3

3

3

3

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
と
見
る
べ
き
資
料
が
存
す
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た（
拙
稿（
一
九
九
八
）（
二
〇
〇
七
）

（
二
〇
〇
八
））。

　

例
え
ば
、『
神
田
本
白
氏
文
集
』（
一
一
一
三
年
加
点
）（
以
下
、『
白
氏
』と
略
す
）

に
お
い
て
は
、
小
稿
で
取
り
上
げ
る
『
遊
仙
窟
』
と
同
様
に
、
漢
字
左
下
の
壺

に
施
さ
れ
る
星
点
１

が
「
テ
の
ヲ
コ
ト
点
」、
漢
字
左
下
の
壺
か
ら
離
れ
た
位
置

に
施
さ
れ
る
星
点
が
「
返
点
を
兼
ね
る
テ
の
ヲ
コ
ト
点
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
（
図
３
）、
実
際
に
そ
れ
ら
の
テ
の
ヲ
コ
ト
点
を
調
査
し
て
み
る
と
、
左
の
用

例
〔
１
〕
の
よ
う
に
返
読
の
あ
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
用
例
〔
２
〕
の
よ
う
に

返
読
の
な
い
場
合

3

3

3

3

3

3

3

に
も
、
テ
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
漢
字
左
下
の
離
れ
た
位
置

3

3

3

3

3

に
施

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
用
例
は
、
太
田
次
男
・
小
林
芳
規
両
氏
（
一
九
八
二
）
に
よ
っ
た
）。

〔
１
〕

（
三
／
四
五
）

　

 

〈
訓
読
文
〉
舞
を
觀
、
歌
を
聽（
キ
）て
、
樂
（
音
、
角
）（
音
）

の
意
を
知
ヌ
。

〔
２
〕

（
三
／
三
五
六
）

　
　
〈
訓
読
文
〉
雲
陰ク
モ

リ
、
月
黑ク
ラ

ク（
シ
）て
、
風
‐
沙
、
惡＼
ア
ラシ
。

も
し
こ
の
壺
か
ら
離
れ
た
位
置
に
施
さ
れ
た
テ
の
ヲ
コ
ト
点
が
返
点
で
あ
る
な

ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
返
読
の
な
い
箇
所
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
不
審
で

あ
る
（
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、『
白
氏
』
に
お
い
て
、
ヲ
コ
ト
点
を
漢
字
の
壺
に
施
す
か
漢
字
の
壺

か
ら
離
れ
た
位
置
に
施
す
か
と
い
う
こ
と
は
、
か
な
り
正
確
に
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
）。
筆
者
は
、

こ
の
加
点
状
況
か
ら
、
こ
の
『
白
氏
』
に
お
い
て
見
ら
れ
る
返
点
を
兼
ね
る
と

さ
れ
る
テ
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
そ
の
よ
う
に
返
点
と
見
る
の
で
は
な
く
、
左
の
図

１
の
よ
う
に
、
句
点
・
読
点
と
と
も
に
三
種
類
の
句
切
れ
方
の
違
い
を
示
す
た

め
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、

言
う
な
れ
ば
、
句
切
り
の
点
を
兼
ね
た

3

3

3

3

3

3

3

3

3

テ
の
ヲ
コ
ト
点
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
図
１
〉

 
・
句
点
…
…
…
…
…
終
止
形
な
ど
の
句
切
り
を
示
す
。

 
・
読
点
…
…
…
…
…
連
用
形
中
止
な
ど
の
句
切
り
を
示
す
。

 

・
テ
の
ヲ
コ
ト
点
…
助
詞
テ
が
つ
く
中
止
な
ど
の
句
切
り
を
示
す
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
時
、
こ
れ
ら
句
点
・
読
点
・
テ
の
ヲ
コ
ト
点
が
、
日
本

　
　
　

真
福
寺
本
・
醍
醐
寺
本
『
遊
仙
窟
』
に
お
け
る
テ
の
ヲ
コ
ト
点
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

 

│
│
助
字
「
之
・
而
・
也
」
の
訓
に
着
目
し
て
│
│

 

越　

智　

裕　

二　
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語
に
お
い
て
多
く
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
三
種
類
の
句
切
れ
方
―
終
止
形
の
句

切
り
・
連
用
形
中
止
の
句
切
り
・
助
詞
テ
が
つ
く
句
切
り
―
を
示
す
の
に
都

合
の
よ
い
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
拙
稿

（
一
九
九
八
）（
二
〇
〇
八
））。

　

小
稿
も
ま
た
、
こ
の
テ
の
ヲ
コ
ト
点
を
取
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
小
稿
で

は
、博
士
家
点
と
さ
れ
る
真
福
寺
本『
遊
仙
窟
』（
以
下
、「
真
福
寺
本
」と
略
す
）

と
醍
醐
寺
本『
遊
仙
窟
』（
以
下
、「
醍
醐
寺
本
」）と
を
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
、

こ
れ
ら
の
資
料
に
お
い
て
助
字
「
之
・
而
・
也
」
が
ど
の
よ
う
に
訓
ま
れ
て
い

る
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
助
字
に
そ
の
テ
の
ヲ
コ
ト
点
が
ど
の
よ
う
に
施

さ
れ
て
い
る
の
か
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
見
る

際
に
も
、
や
は
り
、
テ
の
ヲ
コ
ト
点
を
句
切
り
の
点
と
す
る
視
点
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
い
と
思
う
。
な
お
、
調
査
は
、
貴
重
古
典

籍
刊
行
会
（
一
九
五
四
）（
真
福
寺
本
）
と
築
島
裕
・
杉
谷
正
敏
・
丹
治
芳
男
三

氏
（
一
九
九
五
）（
醍
醐
寺
本
）
の
本
文
を
用
い
て
行
な
っ
た
。

二
、
資
料
に
つ
い
て

　

小
稿
で
取
り
上
げ
る
真
福
寺
本
『
遊
仙
窟
』
は
、
奥
書
に
は
、
文
和
二

年
（
一
三
五
三
年
）
の
書
写
と
あ
る
。
所
用
ヲ
コ
ト
点
図
は
、
平
井
秀
文
氏

（
一
九
三
八
）
に
よ
る
と
、
左
の
図
２
の
よ
う
に
帰
納
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
ヲ
コ
ト
点
図
で
平
井
氏
は
、
漢
字
左
下
の
壺
か
ら
離
れ

た
位
置
に
施
さ
れ
た
星
点
を
単
に
返
点
と
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
に
つ
い
て
は
、

小
林
芳
規
氏
（
一
九
七
四
）
が
「
星
点
の
返
点
は
仏
書
に
は
基
調
を
な
す
も
の

と
し
て
盛
用
さ
れ
る
が
、
漢
籍
で
は
「
て
」
と
兼
用
の
ヲ
コ
ト
点
と
し
て
用
い

る
も
の
で
あ
っ
て
、
返
点
だ
け
に
は
使
わ
れ
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
単
な
る

返
点
と
す
る
の
で
は
な
く
、
左
の
図
３
（「
醍
醐
寺
本
」
の
ヲ
コ
ト
点
図
）
の
よ
う
に
、

テ
の
ヲ
コ
ト
点
も
兼
ね
る
も
の
と
見
た
方
が
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
返
点
を

兼
ね
る
テ
の
ヲ
コ
ト
点
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
こ
れ
を
句
切
り
の
点
と
テ
の
ヲ

コ
ト
点
と
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
て
い
る
こ
と
、
右
に
も
述
べ

た
。

　

醍
醐
寺
本
『
遊
仙
窟
』
は
、
奥
書
に
は
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
年
）
の
書

写
（
原
本
、
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
年
）
書
写
）
と
あ
る
。
所
用
ヲ
コ
ト
点
図

は
、
築
島
裕
・
杉
谷
正
敏
・
丹
治
芳
男
三
氏
（
一
九
九
五
）
に
よ
る
と
、
左
の

図
３
の
よ
う
に
帰
納
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
図
２
〉
真
福
寺
本　
　
　
　
　
　
　
〈
図
３
〉
醍
醐
寺
本

　

な
お
、
小
稿
に
お
い
て
は
、
右
の
図
２
・
図
３
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
漢
字
左

下
の
壺
に
施
さ
れ
る

3

3

3

3

3

3

テ
の
ヲ
コ
ト
点
「
テ
」
と
漢
字
左
下
の
壺
か
ら
離
れ
た
位

3

3

3

3

3

3

3

置
に
施
さ
れ
る

3

3

3

3

3

3

テ
の
ヲ
コ
ト
点
「
テ
・
返
」
と
を
区
別
し
て
、
便
宜
上
、
そ
の

加
点
位
置
か
ら
前
者
を「
壺
の
テ
」、後
者
を「
離
れ
た
テ
」と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
訓
読
文
を
挙
げ
る
際
に
は
、
筆
者
の
離
れ
た
テ
を
句
切
り
の
点
と
す
る

見
方
に
従
い
、
後
者
の
離
れ
た
テ
を
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
「
て
、」（
テ
の
ヲ
コ
ト

点
「
て
」
と
句
切
り
の
点
「
、」
と
を
合
わ
せ
た
形
）
で
示
す
こ
と
に
し
た
。
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三
、 

真
福
寺
本
・
醍
醐
寺
本
『
遊
仙
窟
』
に
お
け
る
助
字
「
之
・
而
・
也
」
の

用
例
お
よ
び
調
査
結
果

　

ま
ず
、「
真
福
寺
本
」「
醍
醐
寺
本
」
よ
り
、
そ
の
用
例
を
挙
げ
る
。
な
お
、

之
字
に
つ
い
て
は
、「
陳
述
」を
示
す
場
合（
コ
レ
と
訓
読
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
）と
、「
連

体
修
飾
」
の
場
合
（
ノ
と
訓
読
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
）
と
を
分
け
て
用
例
を
挙
げ
た
。

〈
真
福
寺
本
〉

【
之
】（
全
八
八
例
）

◎
陳
述
（
全
一
二
例
）

〔
３
〕

（
三
ウ
五
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

絳（
去
）‐
樹（
去
）青（
平
軽
）‐
琴（
平
軽
）ト
云（
ヒ
）シ
女
イ
ロ
コ
ノ
ミ
モ
、

之
に
對ム
カ

ハ
マ
シ
か
は
羞ハ

チ
―

死シ

ナ
マ
シ
。

〔
４
〕

（
三
九
オ
二
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

遂
に
射い
―

之
て
三（
タ
）ヒ
發ハ
ナ（
チ
）て
皆
遶メ
ク

リ
―

遮
ル
こ
と
齊
シ
。

〔
５
〕

 

（
四
七
ウ
六
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

下
官
、又
曲
琴
を
遣ツ
カ

ハ
シ
て
、 

楊
州
の
青
銅
の
鏡
を
取（
リ
）て
、

留
メ
テ
十
娘
に
与（
フ
）。

〔
６
〕

（
一
〇
オ
三
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

余
、遂
ニ
止ト
ヽ

メ〔
之
〕て
、 

曰
ク
、

〔
７
〕

（
三
ウ
六
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

弱ヨ
ハ

キ
體
（
カ
ラ
）タ

、 

軽
キ
身
、 

談カ
タ

ル
ト
モ〔
之
〕、 

備ツ
フ
サに
盡（
ク
ス
）こ
と

能（
ハ
）不
。

◎
連
体
修
飾
（
全
七
四
例
）

〔
８
〕

（
一
オ
六
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

郷
‐
関
の
〔
之
〕
眇
邈
ト
ハ
ル
カ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
歎
ク
。

〔
９
〕

（
三
オ
四
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

此
は
是
、崔（
平
軽
）‐
女
‐
郎
と（
イ
ヒ
）シ
ヒ
ト
ノ〔
之
〕舎イ
ヘ

ナ
ラ

（
ク
）耳
（
ノ
）ミ。

〔
10
〕

（
三
オ
六
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

清
‐
河
‐
公
に
は
﹇
ノ
﹈〔
之
〕
舊
キ
族
（
ヤ
カ
）ラな
り
〔
也
〕。

〔
11
〕

（
五
ウ
三
）

　
 

〈
訓
読
文
〉  

近
ク
琴
の
聲ネ

を
聴
キ
て
、
文
君
か
〔
之
〕
面カ
ホ

に
對
ヘ
ル
ニ
似
た
り
。

〔
12
〕

（
一
一
ウ
二
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

黄
‐
石
カ
〔
之
〕
霊
術
を
得
白
水（
ノ
）〔
之
〕
餘
‐
波
を
控ヒ

ク
。

〔
13
〕

（
二
七
オ
四
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

房
‐
陵
の
朱
仲
の
﹇
カ
﹈〔
之
〕
李ス
モ
ヽ、
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〔
14
〕

（
一
ウ
二
）

　

 
〈
訓
読
文
〉  

深
谷
地
を
帯メ
ク（
リ
）て
、 

鑿
ノ
ミ
ヲ
モ

テ
崖（
平
軽
）
‐
岸（
去
）（
ノ
） 〔
之
〕 

形

を
穿
テ
リ

〔
15
〕

（
四
オ
一
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

須シ
ハ

―

臾ラ
ク 
﹇
須
‐
臾
﹈ 

ノ 

〔
之
〕 

間
に
忽（
チ
）に
内ウ
チ
ツ―

裏カ
タ

に
筝
ノ
コ

ト
を
調
フ
ル 
〔
之
〕 

聲
を
聞
ク

〔
16
〕

（
一
二
ウ
五
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

今
日
ヨ
リ 

〔
之
〕 

後
は
敢（
ヘ
テ
）差タ
カ

ヒ
―

違タ
カ

ハ
不シ

。

【
而
】（
全
三
〇
例
）

〔
17
〕

（
一
九
ウ
四
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

豈
年
ヲ
同（
シ
ク
）シ 

〔
而
〕 

て
、 

語
ラ
ヒ
、 
代
ヲ
共
に（
シ
テ
）

〔
而
〕 

論
ア
ケ
ツ
ラフ
可
ケ
ン
ヤ 

〔
哉
〕。

〔
18
〕

（
八
ウ
四
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

十
娘
、詩
を
讀（
ミ
）て
、 

悚
‐
息
と
ヲ
ノ
ヽ
イ〔
而
〕て
、起
ツ
。

〔
19
〕

（
三
八
オ
四
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

衆
（
モ（
ロ
ヒ
ト
）

―

人
、 

皆
掌
を
樹ウ

テ 

〔
而
〕 （
て
、） 

咲（
フ
）な
り
。

【
也
】（
全
一
五
例
）

〔
20
〕

（
一
オ
四
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

河
の
經フ

ル 

﹇
左
、 

經イ
ツ

ル
﹈ 

所
な
り 

〔
也
〕。

〔
21
〕

（
一
〇
ウ
三
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

此
は
是
文
章
ノ
窟イ
ハ
ヤな
り 

〔
也
〕。

〔
22
〕

（
三
八
ウ
一
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

武
‐
功
ヲ
見（
ル
）ニ
又
復
、 

子
‐
南
カ
コ
ト
キ
ノ
夫
マ
ス
ラ
ヲナ
リ〔
也
〕。

〔
23
〕

（
三
オ
三
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

此
は
誰
か
家ヤ
カ
ス舎
ソ 

﹇
家
‐
舎
ノ
イ
ヘ
ト
カ
ス
ル
﹈ 〔
也
〕。

〈
醍
醐
寺
本
〉

【
之
】（
全
八
八
例
）

◎
陳
述
（
全
一
〇
例
）

〔
24
〕

（
四
三
五
）

　
 

〈
訓
読
文
〉  

下
官
、弓
‐
箭
を
命ヨ

ム
テ
之
に
射
ル

〔
25
〕

（
二
五
二
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  
之
を
談カ
タ

ル
モ
ノ
盡（
ク
ス
）こ
と
能（
ハ
）不す

〔
26
〕

（
四
四
二
）
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〈
訓
読
文
〉  

遂（
訓
）（
ニ
）之
を
射イ

て
、 

三（
タ
）ヒ
發ハ
ナ（
チ
）て
皆
、遶
リ
―

遮サ
イ
キル
こ

と
齊ヒ
ト

シ
。

〔
27
〕

（
一
一
〇
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  
余
、 

遂
に
止ト

メ
テ 

〔
之
〕 

曰
ク
、

◎
連
体
修
飾
（
全
七
六
例
）

〔
28
〕

（
一
三
二
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

是
‐
非
之の

境
に
出
‐
入
ス

〔
29
〕

（
九
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

實
に
天ア
メ

ノ
―

上
（
ウ
）ヘノ 

〔
之
〕 ﹇
之の

﹈ 

霊レ
イ

‐
奇
と
ア
ヤ
シ
ク
メ
ツ
ラ
シ

キ 

﹇
ア
ヤ
シ
ク
ア
ヤ
シ
キ
﹈

〔
30
〕

（
二
一
〇
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

山
‐
濤タ
ウ

之の

妻（
訓
）は
壁
を
鑿ウ（
カ
）（
チ
）テ 

﹇
て
、﹈ 

阮（
平
濁
）‐
藉（
入
）之か

賢

人
ナ
ル
こ
と
を
知
ル

〔
31
〕

（
一
二
二
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

兄
は
即（
チ
）、清
‐
河
の
崔
‐
公
之か 

﹇
之カ

﹈ 

弟
‐
五
の
息コ

ナ
リ
。

〔
32
〕

（
一
六
二
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

片
時（
ニ
）、須シ
ハ

―

臾ラ
ク

の〔
之
〕間
に
五
嫂サ
ウ

、〔
則
〕、至（
リ
）ヌ﹇
至
ル
﹈

【
而
】（
全
三
三
例
）

〔
33
〕

（
一
四
三
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

下（
上
）‐
官（
平
）、逡（
平
軽
）‐
巡（
平
）と
ノ
カ
レ
而テ 

﹇〔
而
〕て
、﹈ 

謝（
上
）

シ
テ 

﹇
て
﹈ 

曰（
ク
）、

〔
34
〕

（
三
六
九
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

桂
‐
心
咥キ
ム

‐
々
‐
然
ト
ヲ
カ
シ
テ 

﹇
と
ホ
ヲ
エ
ム
テ
﹈ 

頭
を
低

レ
て
、 〔
而
〕 

咲
フ
、

〔
35
〕

（
四
〇
一
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

下
官
、翕（
入
軽
）‐
然（
平
濁
）ト
シ 

﹇
と（
シ
）﹈ 

て 

〔
而
〕 

起（
チ
）て

謝（
シ
）て
曰（
ク
）、

〔
36
〕

（
一
六
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

何
イ
ツ
ク

從ヨ

リ
シ
テ 

﹇
て
、﹈ 〔
而
〕至
ル
ト
云（
フ
）こ
と
を
知（
ラ
）不す

〔
37
〕

（
九
四
）

　
 

〈
訓
読
文
〉  

十
娘
、詩
を
讀（
ミ
）悚シ
ヨ
ウ‐
息
と
シ
テ﹇
左
、 

ヲ
ノ
ヽ
イ
テ
﹈ 〔
而
〕 

起

ツ

〔
38
〕

（
五
一
三
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  
下
官
、涙
を
拭（
ヒ
） 〔
而
〕 

て
、 

言（
ヒ
）テ 

﹇
て
﹈、 

曰（
ク
）、

〔
39
〕

（
一
五
九
）
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〈
訓
読
文
〉  

下
‐
官
、 

遷
‐
延
と
タ
チ
ヤ
ス
ラ
ヒ 

〔
而
〕 

て
、 

退
シ（
リ
ソ
）（キ
テ
）曰

（
ク
）、

〔
40
〕

（
一
八
六
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  
口
を
掩（
ヒ
）て
、 〔
而
〕 ﹇〔
而
〕て
、﹈ 

咲（
ヒ
）て
曰（
ク
）、

〔
41
〕

（
三
六
六
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

遂ツ（
ヒ
）に
作タ

テ 
〔
而
〕 ﹇
て
、﹈ 

儛（
ヒ
）て
謝
シ
て
曰（
ク
）、

〔
42
〕

（
一
二
五
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

僕
、 

容カ
タ
チを
斂
メ
而（
ウ
）シ
テ 
﹇
て
﹈ 

答（
ヘ
）テ
、 

曰（
ク
）、

〔
43
〕

（
四
三
四
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

衆
人
、皆
、掌
を
折ヲ（
リ
）テ 

﹇
左
、 

折ウ

テ
﹈ 〔
而
〕 ﹇
て
、﹈ 

咲
フ
。

【
也
】（
全
一
四
例
）

〔
44
〕

（
一
四
）

　

 

〈
訓
読
文
〉  

此
（
コ
）レハ 

﹇
は
﹈―
是
（
コ
）レ、 

神
‐
仙
の
窟イ
ハ
ヤ ﹇
左
、 

窟ス
ミ
カ﹈ 

な
り 

〔
也
〕。

　

こ
れ
ら
の
用
例
を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
連
体
修
飾
の
之
字
に
つ
い
て
、
用

例
〔
28
〕
の
よ
う
に
之
字
自
体
に
ノ
の
ヲ
コ
ト
点
を
施
し
そ
の
之
字
自
体
を
ノ

と
訓
む
訓
み
方
が
あ
る
一
方
で
、
用
例
〔
８
〕〔
32
〕
の
よ
う
に
之
字
の
上
の

漢
字
に
ノ
の
ヲ
コ
ト
点
を
施
し
之
字
自
体
は
不
読
と
す
る
訓
み
方
も
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
以
下
に
は
、
そ
の
よ
う
に
助
字
を
不
読
と
し
て
い
る
か
否
か
と

い
う
点
に
着
目
し
、「
真
福
寺
本
」
と
「
醍
醐
寺
本
」
と
に
お
け
る
助
字
の
訓

ま
れ
方
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
関
わ
っ
て
施
さ
れ
た
テ

の
ヲ
コ
ト
点
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
た
い
と
思

う
。

　

左
に
挙
げ
た
表
１
は
、
そ
の
よ
う
に
助
字
を
不
読
と
し
て
い
る
か
否
か
と
い

う
こ
と
を
判
断
す
る
の
に
有
用
で
あ
ろ
う
訓
点
に
着
目
し
つ
つ
、
用
例
を
整
理

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
表
１
に
お
い
て
、
□
△
▽
は
漢
字
を
示
し
て
い
る
。
△
▽
は
、
返
読

の
有
無
が
関
わ
る
場
合
に
そ
れ
を
書
き
分
け
た
も
の
で
、
前
者
が
返
読
の
あ
る

場
合
、
後
者
が
返
読
の
な
い
場
合
で
あ
る
（
用
例
番
号
を
挙
げ
て
あ
る
の
で
用

例
と
比
較
さ
れ
た
い
）。「
テ
・
ノ
・
カ
・
ナ
リ
」
は
仮
名
点
を
示
し
て
い
る
が
、

例
え
ば
資
料
に
「
ノ
」
の
仮
名
点
だ
け
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
「
ノ
」
と

示
し
、「
ヒ
ト
ノ3

」
の
よ
う
に
何
ら
か
の
こ
と
ば
に
「
ノ
」
が
続
け
ら
れ
て
い

る
場
合
に
は
「

□
ノ
」
の
よ
う
に
示
し
た
。
た
だ
し
、
資
料
に
「
シ
テ
」
の

仮
名
点
の
み
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
も
「
テ
」
に
含
め
、
同
様
に

「
テ
」
で
示
し
た
。

〈
表
１
〉
調
査
結
果

〈
真
福
寺
本
〉

【
之
】（
全
八
八
例
）

◎
陳
述
（
全
一
二
例
）

一
例
（
用
例
〔
３
〕）　　

一
例
（〔
４
〕）

一
例
（〔
５
〕）　　
　
　

 

一
例
（〔
６
〕）　

無
訓　

八
例
（〔
７
〕）
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◎
連
体
修
飾
（
全
七
四
例
）

◇
ノ
・
カ
と
い
う
形
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
六
四
例
）

七
例
（〔
８
〕） 　
　
　

五
例
（〔
９
〕）

二
例
（〔
10
〕） 　
　
　

一
八
例
（〔
11
〕）

二
例
（〔
12
〕） 　
　
　

一
例
（〔
13
〕）

無
訓　

二
九
例
（〔
14
〕）

◇
ノ
・
カ
以
外
の
形
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
一
〇
例
）

活
用
語
連
体
形　

五
例
（〔
15
〕）

そ
の
他　

五
例
（〔
16
〕）

◎
そ
の
他
（
全
二
例
）

如
之
何　

二
例

【
而
】（
全
三
〇
例
）

◇
〜
テ
と
な
る
形
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
二
八
例
）

一
例
（〔
19
〕）　　

 

七
例
（〔
17
〕）

九
例
（〔
18
〕）　　

 

一
例　
　
　
　
　

無
訓　

一
〇
例

◇
〜
テ
以
外
の
形
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
二
例
）

而
已　

一
例　
　
　

そ
の
他　

一
例

【
也
】（
全
一
五
例
）

◇
ナ
リ
と
い
う
形
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
七
例
）

一
例
（〔
20
〕）　　
　

 

三
例
（〔
21
〕）

三
例
（〔
22
〕）

◇
ナ
リ
以
外
の
形
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
七
例
）

ナ
リ
以
外
の
形
で
文
が
終
止
し
て
い
る　

五
例
（〔
23
〕） 　
　

マ
タ
？　

二
例

◇
ナ
リ
と
い
う
形
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
例
（
全
一
例
）

訓
み
方
が
明
ら
か
で
な
い　

一
例

〈
醍
醐
寺
本
〉

【
之
】（
全
八
八
例
）

◎
陳
述
（
全
一
〇
例
）

二
例
（〔
24
〕）　　

五
例
（〔
25
〕）

一
例
（〔
26
〕）　　

一
例　
　

一
例
（〔
27
〕）

◎
連
体
修
飾
（
全
七
六
例
）

◇
ノ
・
カ
と
い
う
形
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
六
七
例
）

二
四
例
（〔
28
〕）　　

二
例
（〔
29
〕）　　

一
例

一
〇
例
（〔
30
〕）　　

七
例
（〔
31
〕）　　

九
例（〔
32
〕）
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一
例　
　
　
　
　
　
　

一
例　
　
　
　
　

一
例

一
例　
　
　
　
　
　
　

一
例　
　
　
　
　

二
例

一
例　
　
　
　
　
　
　

無
訓　

六
例

◇
ノ
・
カ
以
外
の
形
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
九
例
）

活
用
語
連
体
形　

七
例　
　
　

そ
の
他　

二
例

◎
そ
の
他
（
全
二
例
）

如
之
何　

二
例

【
而
】（
全
三
三
例
）

◇
〜
テ
と
な
る
形
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
二
九
例
）

一
例
（〔
33
〕）　　

 

二
例
（〔
34
〕）

二
例
（〔
35
〕）　　

 

二
例
（〔
36
〕）

一
例
（〔
37
〕）　　

 

一
一
例
（〔
38
〕）

三
例
（〔
39
〕）　　

 

一
例
（〔
40
〕）

二
例
（〔
41
〕）　　

 

一
例

一
例　
　
　
　
　
　

一
例　
　
　

一
例
（〔
43
〕）

◇
〜
テ
以
外
の
形
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
四
例
）

シ
カ
ウ
シ
テ　

二
例　
　
　

而
已　

一
例　
　
　

そ
の
他　

一
例

【
也
】（
全
一
四
例
）

◇
ナ
リ
と
い
う
形
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
四
例
）

三
例
（〔
44
〕）　　
　

 

一
例

◇
ナ
リ
以
外
の
形
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
六
例
）

ナ
リ
以
外
の
形
で
文
が
終
止
し
て
い
る　

四
例　
　
　

マ
タ　

二
例

◇
ナ
リ
と
い
う
形
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
例
（
全
四
例
）

無
訓　

三
例　
　
　

訓
み
方
が
明
ら
か
で
な
い　

一
例

　

以
下
に
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、「
之
・
而
・
也
」
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
検
討
を
行
な
い
た
い
。
た
だ
し
、
傾
向
の
は
っ
き
り
し
た
也
字
を
最
初
に

取
り
上
げ
、
そ
の
後
、
之
字
、
而
字
の
順
に
検
討
を
行
う
。

四
、
也
字
の
訓
ま
れ
方
に
つ
い
て

　

也
字
は
、
多
く
終
止
す
る
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
小
稿
で
問
題
と
す
る

離
れ
た
テ
と
直
接
関
わ
る
よ
う
な
用
例
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
は
あ
る
が
、
こ

の
『
遊
仙
窟
』
に
お
け
る
助
字
の
訓
ま
れ
方
の
一
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の

用
例
を
取
り
上
げ
検
討
を
行
な
い
た
い
と
思
う
。

　

也
字
は
、
先
の
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、『
遊
仙
窟
』
に
お
い
て
は
、「
醍
醐

寺
本
」で
マ
タ
と
訓
読
さ
れ
た
例（
二
三
七
、二
三
七
）（「
真
福
寺
本
」で
は
無
訓（
二
一
オ
四
、

二
一
オ
五
））
を
除
き
、
全
て
文
末
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
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ナ
リ
と
い
う
形
で
は
訓
ま
れ
ず
、
活
用
語
の
終
止
形
な
ど
の
よ
う
に
ナ
リ
が
つ

か
な
い
形
で
訓
読
さ
れ
た
例
も
見
ら
れ
る
（
用
例
〔
23
〕）。

　

小
稿
で
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
助
字
が
不
読
と
さ
れ
て
い
る
か
否
か
と
い

う
こ
と
を
見
て
い
く
の
で
、
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
用
例
〔
20
〕〔
21
〕
の

よ
う
に
、
也
字
の
と
こ
ろ
で
ナ
リ
と
い
う
形
で
訓
読
さ
れ
た
例
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
左
に
表
２
と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
表
１
か
ら
、
也
字
の
と
こ

ろ
で
ナ
リ
と
い
う
形
に
訓
読
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
を
抜
き
出
し
て
挙

げ
た
。
そ
の
際
、
そ
の
訓
点
の
加
点
状
況
か
ら
、
也
字
自
体
を
ナ
リ
と
訓
ん
で

い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
と
、
也
字
自
体
を
不
読
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の

と
を
分
け
て
挙
げ
た
。

〈
表
２
〉

〈
真
福
寺
本
〉

【
也
】（
全
一
五
例
）

◇
也
字
を
ナ
リ
と
訓
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
〇
例
）

な
し

◇
也
字
を
ナ
リ
と
訓
ま
ず
不
読
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
七
例
）

一
例　
　
　

三
例　
　
　

三
例

◇
也
字
を
ナ
リ
と
訓
ん
で
い
る
の
か
不
読
と
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
例

（
全
一
例
）

訓
み
方
が
明
ら
か
で
な
い　

一
例

〈
醍
醐
寺
本
〉

【
也
】（
全
一
四
例
）

◇
也
字
を
ナ
リ
と
訓
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
〇
例
）

な
し

◇
也
字
を
ナ
リ
と
訓
ま
ず
不
読
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
四
例
）

三
例　
　
　

一
例

◇
也
字
を
ナ
リ
と
訓
ん
で
い
る
の
か
不
読
と
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
例

（
全
四
例
）

無
訓　

三
例　
　
　

訓
み
方
が
明
ら
か
で
な
い　

一
例

　

也
字
に
つ
い
て
は
、「
真
福
寺
本
」「
醍
醐
寺
本
」
と
も
に
、
ナ
リ
を
表
す
訓

点（
ナ
リ
の
ヲ
コ
ト
点
、ナ
リ
の
仮
名
点
）が
全
て
也
字
の
上
の
漢
字
に
施
さ
れ
て
お
り
、

也
字
自
体
に
そ
の
よ
う
な
訓
点
が
施
さ
れ
た
例
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
也
字
に
つ
い
て
は
、「
真
福
寺
本
」「
醍
醐
寺
本
」
と
も
に
、
こ
れ
を
不
読

と
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

　

也
字
の
と
こ
ろ
で
ナ
リ
と
い
う
形
に
訓
ま
れ
て
い
な
い
例
に
つ
い
て
も
、
也

字
が
文
末
に
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
也
字
自
体
に
訓
点
が
施
さ
れ

た
例
は
見
ら
れ
ず
、
也
字
を
不
読
と
見
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
（
用
例
〔
23
〕）。

た
だ
、
也
字
が
文
中
に
あ
る
場
合
に
、「
醍
醐
寺
本
」
で
は
こ
れ
を
マ
タ
と
訓

じ
た
例
が
二
例
見
ら
れ
た
（
前
述
）。
真
福
寺
本
で
は
こ
れ
ら
に
訓
は
施
さ
れ
て

お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
に
訓
む
べ
き
か
明
ら
か
で
な
い
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
確
か

に
訓
読
さ
れ
た
例
で
は
あ
る
が
、
文
末
の
例
と
は
別
に
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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五
、
之
字
の
訓
ま
れ
方
に
つ
い
て

　
『
遊
仙
窟
』
に
お
い
て
、
之
字
は
、
先
の
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
「
陳
述
」

の
例
と
「
連
体
修
飾
」
の
例
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
他
に
は
、「
如
之
何
」
の

形
で
イ
カ
ン
（「
真
福
寺
本
」
二
一
オ
一
）、
イ
カ
ン
ソ
（「
醍
醐
寺
本
」
二
三
四
、二
三
五
）

と
訓
ま
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
連
体
修
飾
の
例
は
、
ノ
・
カ
と
訓

ま
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
修
飾
句
が
活
用
語
で

あ
る
場
合
な
ど
、
ノ
・
カ
と
訓
ま
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
修
飾
句
が
活
用
語
の

場
合
に
は
、「
〜
ス
ル
ノ
〜
」
と
い
う
よ
う
に
修
飾
句
と
被
修
飾
句
と
の
間
に

ノ
を
は
さ
ん
だ
り
は
せ
ず
、
連
体
形
で
そ
の
ま
ま
下
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
（
用
例
〔
15
〕）。
用
例
〔
16
〕
の
よ
う
に
、
意
訳
的
な
形
に
訓
読
さ
れ
、
之

字
が
訓
ま
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。

　

之
字
が
不
読
と
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
見
る
に
は
、
ま
ず
、
こ
の
之
字
を
コ

レ
と
訓
む
こ
と
の
で
き
る
形
（
陳
述
）
に
な
っ
て
い
る
例
と
、
ノ
や
カ
と
訓
む

こ
と
の
で
き
る
形
（
連
体
修
飾
）
に
な
っ
て
い
る
例
と
を
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
先
に
挙
げ
た
表
１
か
ら
、
コ
レ
と
い
う
訓
や
、
ノ
・
カ
と
い
う
訓
に

関
わ
る
と
見
ら
れ
る
も
の
を
抜
き
出
し
て
整
理
し
、左
に
表
３
と
し
て
挙
げ
た
。

〈
表
３
〉

〈
真
福
寺
本
〉

【
之
】（
全
八
八
例
）

◎
陳
述
（
全
一
二
例
）

◇
之
字
を
コ
レ
と
訓
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
一
例
）

一
例

◇
之
字
を
コ
レ
と
訓
ま
ず
不
読
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
一
例
）

一
例
２

◇
之
字
を
コ
レ
と
訓
ん
で
い
る
の
か
不
読
と
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
例

（
全
一
〇
例
）

一
例　
　
　

一
例
３　

　
　

無
訓　

八
例

◎
連
体
修
飾
（
全
七
四
例
）

◇
之
字
を
ノ
・
カ
と
訓
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
〇
例
）

な
し

◇
之
字
を
ノ
・
カ
と
訓
ま
ず
不
読
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
三
五
例
）

七
例　
　

五
例　
　

二
例　
　

一
八
例

二
例　
　

一
例

◇
之
字
を
ノ
・
カ
と
訓
ん
で
い
る
の
か
不
読
と
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い

例
（
全
二
九
例
）

無
訓　

二
九
例

〈
醍
醐
寺
本
〉

【
之
】（
全
八
八
例
）

◎
陳
述
（
一
〇
例
）

◇
之
字
を
コ
レ
と
訓
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
九
例
）

二
例　
　

五
例　
　

一
例　
　

一
例
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◇
之
字
を
コ
レ
と
訓
ま
ず
不
読
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
〇
例
）

な
し

◇
之
字
を
コ
レ
と
訓
ん
で
い
る
の
か
不
読
と
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
例

（
全
一
例
）一

例

◎
連
体
修
飾
（
全
七
六
例
）

◇
之
字
を
ノ
・
カ
と
訓
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
四
四
例
）

二
四
例　
　

二
例　
　

一
例　
　

一
〇
例

七
例

◇
之
字
を
ノ
・
カ
と
訓
ま
ず
不
読
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
一
七
例
）

九
例　
　

一
例　
　

一
例　
　

一
例

一
例　
　

一
例　
　

二
例　
　

一
例

◇
之
字
を
ノ
・
カ
と
訓
ん
で
い
る
の
か
不
読
と
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い

（
全
六
例
）

無
訓　

六
例

　

之
字
の
訓
み
方
に
つ
い
て
は
、「
真
福
寺
本
」
と
「
醍
醐
寺
本
」
と
の
相
違

が
顕
著
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
連
体
修
飾
の
例
に
つ
い
て
は
、「
真
福
寺
本
」
で
は
之
字
自
体
を
ノ
・

カ
と
訓
ん
だ
例
は
見
ら
れ
ず
、
訓
が
施
さ
れ
た
例
の
全
て
が
之
字
を
不
読
と
し

て
い
る
の
に
対
し
、「
醍
醐
寺
本
」
で
は
之
字
を
不
読
と
す
る
例
も
見
ら
れ
る

も
の
の
、
明
ら
か
に
之
字
自
体
を
ノ
・
カ
と
訓
ん
だ
例
が
認
め
ら
れ
る
（
用
例

〔
28
〕〔
30
〕〔
31
〕）。

　

陳
述
の
例
に
つ
い
て
も
、「
真
福
寺
本
」
に
お
い
て
は
、
用
例
〔
３
〕〔
４
〕

の
二
例
を
除
き
、
他
の
全
て
の
例
が
之
字
に
対
し
て
無
訓
で
あ
る
の
に
対
し
、

「
醍
醐
寺
本
」
に
お
い
て
は
、
用
例
〔
27
〕
の
一
例
を
除
き
、
全
て
の
例
に
お

い
て
之
字
を
コ
レ
と
訓
読
し
た
こ
と
を
示
す
訓
点（
ニ
・
ヲ
の
ヲ
コ
ト
点
、雁
点（
レ
点
））

が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
「
真
福
寺
本
」
の
陳
述
の
例
に
つ
い
て
は
、
無
訓
で
あ
る
た
め
、
厳
密
に
は
、

コ
レ
と
訓
ん
で
い
な
が
ら
そ
れ
を
訓
点
に
よ
っ
て
示
し
て
い
な
い
の
か
、
或
い

は
、
之
字
が
不
読
で
あ
る
た
め
に
訓
点
を
施
し
て
い
な
い
の
か
断
言
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
之
字
の
連
体
修
飾
の
例
に
つ
い
て
、「
真
福
寺
本:

不

読
」「
醍
醐
寺
本:

訓
ん
だ
例
あ
り
」
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
に
、
陳

述
の
例
に
つ
い
て
も
、基
本
的
に
は
、や
は
り
同
様
に
「
真
福
寺
本:

不
読
」「
醍

醐
寺
本:

訓
ん
だ
例
あ
り
」
と
い
う
関
係
に
あ
る
と
見
た
方
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
そ
の
方
が
之
字
の
訓
ま
れ
方
と
し
て
一
貫
性
が
あ
ろ
う
。

右
の
ノ
・
カ
、
コ
レ
以
外
の
之
字
の
例
（
前
述
）
に
つ
い
て
は
、「
如
之
何
」
の

例
を
除
い
て
、「
真
福
寺
本
」
に
お
い
て
も
「
醍
醐
寺
本
」
に
お
い
て
も
之
字

自
体
に
訓
点
が
施
さ
れ
た
例
は
見
ら
れ
ず
不
読
と
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
よ

う
で
あ
る
。「
如
之
何
」
の
例
に
つ
い
て
は
、「
真
福
寺
本
」「
醍
醐
寺
本
」
に

そ
れ
ぞ
れ
「
イ
カ
ン
」「
イ
カ
ン
ソ
」
と
訓
ま
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
別
に
扱
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、「
真
福
寺
本
」
の
之
字
の
陳
述
の
例
に
見
ら
れ
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る

の
一
例
で
あ
る
。

　

右
の
表
３
で
は
、
こ
の
例
を
コ
レ
と
訓
ん
で
い
る
の
か
不
読
で
あ
る
の
か
明

ら
か
で
な
い
例
と
し
て
分
類
し
た
が
、
こ
れ
は
筆
者
の
離
れ
た
テ
を
句
切
り
の

点
と
す
る
見
方
に
よ
る
も
の
で
、
実
際
に
は
、
離
れ
た
テ
を
返
読
を
示
す
も
の

3

3

3

3

3

3

3

と
見
る
か
句
切
り
を
示
す
も
の

3

3

3

3

3

3

3

3

と
見
る
か
で
、
そ
の
分
類
は
異
な
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。
以
下
に
は
、
こ
の
例
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　

ま
ず
、
離
れ
た
テ
を
返
読
を
示
す
も
の
と
す
る
見
方
に
よ
っ
て
、
こ
の

の
例
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
思
う
に
、
離
れ
た
テ
を
返
読
を
示

す
も
の
と
す
る
見
方
に
従
う
と
、
そ
の
訓
み
方
と
し
て
、
左
の
二
種
類
の
訓
み

方
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

１ 

の
左
下
の
星
点
を
離
れ
た
テ
（
返
読
を
示
す
も
の
）
と
見
て
、
之

字
か
ら
返
読
す
る
形
で
訓
読
す
る
。
つ
ま
り
之
字
を
コ
レ
と
訓
む
。

　

２ 

の
左
下
の
星
点
を
壺
の
テ
と
見
る
。
つ
ま
り
之
字
自
体
を
テ
と
訓

読
す
る
。

こ
れ
ら
を
比
較
す
る
に
、
２
の
訓
み
方
は
こ
の
『
遊
仙
窟
』
に
お
い
て
も
他
に

見
ら
れ
な
い
訓
ま
れ
方
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

の
例
の
解
釈
と
し
て
は
１

と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
離
れ
た
テ
を
返
読
を
示
す
も
の
と
す

る
見
方
を
取
る
と
、
右
の
表
３
で
は
、
之
字
を
コ
レ
と
訓
ん
で
い
る
と
見
ら
れ

る
例
と
し
て
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
離
れ
た
テ
を
句
切
り
を
示
す
も
の
と
す
る
見
方
に
よ
る
と
、

こ
の

の
例
に
つ
い
て
は
、
左
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

１ 

の
左
下
の
星
点
を
離
れ
た
テ
（
句
切
り
を
示
す
も
の
）
と
見
て
、

之
字
の
下
で
句
切
り
と
な
る
形
で
訓
読
す
る
。
こ
の
時
、
之
字
に
は
訓
点

が
施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
コ
レ
と
訓
ん
で
い
る
の
か
不
読
と
し
て
い
る

の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

２ 

の
左
下
の
星
点
を
壺
の
テ
と
見
る
。
つ
ま
り
之
字
自
体
を
テ
と
訓

読
す
る
。

こ
の
両
者
に
つ
い
て
も
、
右
と
同
様
に
２
を
採
ら
ず
、
１
と
見
る
の
が
穏
当
で

あ
ろ
う
。
こ
の
見
方
に
よ
る
と
、
右
の
表
３
で
は
、
之
字
を
コ
レ
と
訓
ん
で
い

る
の
か
不
読
と
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
例
と
し
て
分
類
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
「
真
福
寺
本
」
に
お
け
る
之
字
の
陳
述
の
例
を
見
て
み
る
と
、
確
か
に
、
之

字
を
コ
レ
と
訓
ん
だ
例
も
あ
り
、
ま
た
、
之
字
に
対
し
て
無
訓
の
例
も
あ
る
か

ら
、
右
に
示
し
た
よ
う
に

の
場
合
に
、
離
れ
た
テ
を
返
読
を
示
す
も
の

と
見
て
之
字
を
コ
レ
と
訓
む
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た
、
離
れ
た
テ
を
句
切
り
を
示
す
も
の
と
見
て
之
字
を
不
読
と
す
る
可
能
性

を
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
之
字
を
コ
レ
と
訓
む
こ
と
に
つ
い
て

は
、
筆
者
が
思
う
に
、
確
か
に
「
真
福
寺
本
」
に
お
い
て
之
字
を
コ
レ
と
訓
ん

だ
例
は
存
す
る
が
、
わ
ず
か
に
一
例
で
あ
り
、
こ
の
例
が
例
外
的
な
も
の
で
あ

る
感
は
拭
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
こ
の
「
真
福
寺
本｣

に
お
い
て
、
也
字
が
不

読
と
さ
れ
、
連
体
修
飾
の
之
字
が
不
読
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る

と
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
以
下
に
見
る
而
字
に
つ
い
て
も
、
筆
者
は
こ
れ
を
不
読

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
離
れ
た
テ
を

返
読
を
示
す
も
の
と
す
る
見
方
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
之
字
を
コ
レ
と
訓
む

と
い
う
、
あ
る
種
、
例
外
的
な
訓
み
方
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
、

や
は
り
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
場
合
、
そ
の
よ
う
に
離
れ
た
テ
を
返
読
を
示
す
も
の
と
見
る
の
で
は
な

く
、
や
は
り
、
筆
者
の
言
う
よ
う
に
句
切
り
を
示
す
も
の
と
見
て
、
之
字
を
不

読
と
す
る
可
能
性
を
考
え
た
方
が
、
他
の
之
字
や
也
字
の
用
例
を
鑑
み
て
、
お

さ
ま
り
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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こ
の

の
例
は
、「
真
福
寺
本
」
に
お
い
て
は
わ
ず
か
一
例
し
か
見
ら
れ

ず
、
こ
の
一
例
を
も
っ
て
断
定
的
な
議
論
を
行
な
う
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
し

か
し
、
同
じ
く
博
士
家
点
と
さ
れ
る
岩
崎
本
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
二
推
古

紀
（
平
安
中
期
末
加
点
）（
以
下
、『
推
古
』
と
略
す
）
に
お
い
て
、「
真
福
寺
本
」

と
同
じ
よ
う
に

の
形
で
用
い
ら
れ
た
例
が
見
ら
れ
、
そ
の
時
、
や
は
り
、

之
字
が
不
読
で
あ
り
、
離
れ
た
テ
を
句
切
り
の
点
と
解
釈
す
べ
き
こ
と
、
拙
稿

（
二
〇
〇
七
）（
二
〇
〇
八
）
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考

え
あ
わ
せ
る
と
、
こ
の
「
真
福
寺
本
」
に
お
け
る
こ
の
之
字
の
例
は
、
わ
ず
か

に
一
例
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
離
れ
た
テ
を
句
切
り
の
点
と
見
る
上
で
、
注
目

す
べ
き
用
例
と
な
り
得
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

之
字
に
つ
い
て
は
、
小
林
芳
規
氏
（
一
九
六
二
）
が
、

　

一
、
仏
家
点
で
は
、

　
　

イ
、 

平
安
初
期
に
は
、
陳
述
助
字
と
し
て
は
不
読
で
、
上
に
そ
れ
が
指
す

語
句
の
あ
る
際
に
「
コ
レ
」
と
代
名
詞
の
訓
を
充
て
る
。

　
　

ロ
、
平
安
中
期
以
降
は
、
一
様
に
「
コ
レ
」
と
訓
ず
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

　

二
、 

博
士
家
点
で
は
、
平
安
中
期
以
降
も
（
桂
庵
ら
の
新
点
の
影
響
を
蒙
る

ま
で
は
）
不
読
で
あ
つ
た
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
、
も
し
こ
れ
を
こ
の
『
遊
仙
窟
』
に
も
当
て
は
め
て
見
る
こ

と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
こ
の
之
字
の
加
点
状
況
か
ら
考
え
て
、「
真
福
寺
本
」

の
方
が
博
士
家
点
と
し
て
古
い
形
を
残
し
て
お
り
、一
方
の
「
醍
醐
寺
本
」
は
、

仏
家
点
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。

六
、
而
字
の
訓
ま
れ
方
に
つ
い
て

　

先
の
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、『
遊
仙
窟
』
に
お
い
て
而
字
が
存
す
る
箇
所

は
、〜
テ
と
い
う
形
に
訓
ま
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
他
に
は
、〜
シ
テ

カ
（「
真
福
寺
本
」
一
一
オ
六
、「
醍
醐
寺
本
」
一
二
五
）
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
、「
而
已
」

と
い
う
形
で
ナ（
ラ
ク
）ノ
ミ
（「
醍
醐
寺
本
」
四
四
二
）（「
真
福
寺
本
」
は
訓
合
符
の
み
（
三
九

オ
二
））
と
訓
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
而
字
を
シ
カ
ウ
シ
テ
と
訓
ん
で
い
る

と
見
ら
れ
る
例
に
つ
い
て
は
、「
醍
醐
寺
本
」
に
の
み
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る

（
一
二
五
、 

四
九
三
）。

　

而
字
が
不
読
で
あ
る
の
か
否
か
を
見
る
際
に
は
、
而
字
の
と
こ
ろ
で
〜
テ
と

い
う
形
に
訓
読
さ
れ
る
例
を
見
て
み
る
こ
と
が
有
用
で
あ
ろ
う
。
左
に
、
前
掲

の
表
１
か
ら
、そ
れ
に
関
す
る
と
見
ら
れ
る
も
の
を
抜
き
出
し
整
理
し
て
示
す
。

〈
表
４
〉

〈
真
福
寺
本
〉

【
而
】（
全
三
〇
例
）

◇
而
字
を
テ
と
訓
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
〇
例
）

な
し

◇
而
字
を
テ
と
訓
ま
ず
不
読
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
一
例
）

一
例

◇
而
字
を
テ
と
訓
ん
で
い
る
の
か
不
読
と
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
例

（
全
二
七
例
）七

例
４ 　

九
例　
　

一
例　
　

無
訓　

一
〇
例
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〈
醍
醐
寺
本
〉

【
而
】（
全
三
三
例
）

◇
而
字
を
テ
と
訓
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
一
例
）

一
例

◇
而
字
を
不
読
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
（
全
七
例
）

二
例　
　

二
例　
　

二
例　
　

一
例

◇
而
字
を
テ
と
訓
ん
で
い
る
の
か
不
読
と
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
例

（
全
二
一
例
）一

一
例　
　

三
例　
　

一
例

二
例　
　
　

一
例　
　

一
例

一
例　
　
　

一
例

　

右
の
表
４
を
通
覧
す
る
に
、「
真
福
寺
本
」
に
お
い
て
は
、
一
貫
し
て
而
字

の
下3

に
テ
の
ヲ
コ
ト
点
が
打
た
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
醍
醐
寺
本
」
に
お
い

て
は
、
而
字
の
下
だ
け
で
な
く
、
而
字
の
上3

に
も
テ
の
ヲ
コ
ト
点
が
打
た
れ
て

お
り
、
こ
の
点
が
大
き
な
相
違
点
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、「
醍
醐
寺
本
」
に

お
い
て
は
、
一
例
で
は
あ
る
が
、
而
字
に
仮
名
点
で
テ
と
施
さ
れ
た
例
が
見
ら

れ
（
用
例
〔
33
〕）、
そ
の
よ
う
な
例
は
「
真
福
寺
本
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
「
醍
醐
寺
本
」
に
の
み
見
ら
れ
る
仮
名
点
の
テ
の
施
さ
れ
た
而
字
の
例

は
、
同
様
に
「
醍
醐
寺
本
」
に
の
み
見
ら
れ
る
シ
カ
ウ
シ
テ
と
訓
ん
で
い
る
と

見
ら
れ
る
而
字
の
例
と
、
而
字
自
体
を
訓
ん
で
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
而
字
を
訓
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
例
が
「
醍
醐
寺
本
」
に

の
み
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
見
た
之
字
が
「
真
福
寺
本
」
で
は
無

訓
で
、「
醍
醐
寺
本
」
に
訓
の
施
さ
れ
た
例
の
見
ら
れ
た
こ
と
が
思
い
合
わ
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
而
字
の
例
に
つ
い
て
も
、之
字
の
場
合
と
同
様
に
、「
真
福
寺
本：

不
読
」「
醍
醐
寺
本：

訓
ん
だ
例
あ
り
」
と
い
う
傾
向
が
表
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
見
る
た
め
に
は
、
而
字
の
下
に
施
さ
れ
た
テ
の
ヲ
コ

ト
点
の
解
釈
が
問
題
と
な
る
。
離
れ
た
テ
を
、
返
読
を
示
す
も
の
と
見
る
か
、

句
切
り
を
示
す
も
の
と
見
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、

「
真
福
寺
本
」
に
お
い
て
は
、
テ
の
ヲ
コ
ト
点
を
全
て
而
字
の
下
に
施
し
、「
醍

醐
寺
本
」
に
お
い
て
は
、
而
字
の
上
下
両
方
に
施
し
た
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　

も
し
離
れ
た
テ
を
返
読
を
示
す
も
の
と
見
る
な
ら
ば
、

の
形
に
な
っ

た
場
合
、
而
字
の
下
に
施
さ
れ
た
テ
の
ヲ
コ
ト
点
を
返
読
を
示
す
も
の
と
は
考

え
に
く
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
や
は
り
、
こ
の
テ
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
壺
の
テ
と
解

釈
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
而
字
自
体
を
テ
と
訓
ん
で
い
る
と
見

る
こ
と
に
な
る
。
対
し
て
、

の
形
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
而
字
は
不
読

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
見
方
に
従
う
な
ら
ば
、「
真
福
寺
本
」
に
お
い
て
は
、
テ
の
ヲ
コ
ト
点

は
全
て
而
字
の
下
に
打
た
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
場
合
、
全
て
の
而
字
が
そ
れ

3

3

3

3

3

3

3

3

自
体
テ
と
訓
ま
れ
て
い
る

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、「
醍
醐
寺
本
」
に
お

い
て
は
、
而
字
の
上3

・
下
に
テ
の
ヲ
コ
ト
点
が
打
た
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
の
で
、

而
字
自
体
を
訓
む
訓
み
方
と
不
読
と
す
る
訓
み
方
が
と
も
に
存
す
る
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
「
真
福
寺
本
：
全
て
訓
む
」「
醍
醐
寺
本
：
訓
ん
だ
例
あ
り
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
そ
の
よ
う
な
見
方
も
一
つ
の
見
方
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
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う
に
見
る
と
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
而
字
の
仮
名
点
を
見
た
時
に
「
醍

醐
寺
本
」
の
方
に
こ
そ
而
字
を
訓
ん
だ
と
見
ら
れ
る
例
（
テ
・
シ
カ
ウ
シ
テ
）
が

見
ら
れ
る
こ
と
と
矛
盾
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
而
字
の
傾
向

が
、
先
に
見
た
之
字
の
傾
向
（「
真
福
寺
本：

不
読
」「
醍
醐
寺
本
：
訓
ん
だ
例
あ
り
」）
と

異
な
っ
た
も
の
と
な
り
、
一
貫
性
を
欠
く
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
点
に
つ
い
て

も
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
、
テ
の
ヲ
コ
ト
点
が
打
た
れ
た
例
に
限
っ

て
言
え
ば「
真
福
寺
本
」に
お
い
て
全
て
の

3

3

3

而
字
が
訓
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
、「
真
福
寺
本
」に
お
け
る
也
字
や
之
字
の
傾
向
か
ら
考
え
て
、

あ
ま
り
に
極
端
な
傾
向
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

筆
者
は
、「
真
福
寺
本
」
の
而
字
の
下
に
施
さ
れ
た
テ
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
や

は
り
句
切
り
を
示
す
テ
の
ヲ
コ
ト
点
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
筆
者

の
言
う
よ
う
に
、
而
字
の
下
に
施
さ
れ
た
テ
の
ヲ
コ
ト
点
を
句
切
り
を
示
す
も

の
と
見
れ
ば
、
こ
の
テ
の
ヲ
コ
ト
点
（
離
れ
た
テ
）
は
、
而
字
の
下
で
句
切
り

と
な
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
そ
こ
に
施
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で

き
、
必
ず
し
も
而
字
自
体
を
テ
と
訓
む
必
要
は
な
く
な
る
。
そ
の
よ
う
に
見
れ

ば
、「
真
福
寺
本
」
に
お
け
る
テ
の
ヲ
コ
ト
点
が
打
た
れ
た
而
字
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
を
不
読
と
見
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
つ
ま
り
、
而
字
に
つ
い
て
も
、「
真

福
寺
本
：
不
読
」「
醍
醐
寺
本
：
訓
ん
だ
例
あ
り
」
と
い
う
、
之
字
と
同
様
の

傾
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

而
字
の
〜
テ
と
い
う
形
に
訓
ま
れ
る
例
以
外
の
例（
前
述
）に
つ
い
て
も
、「
真

福
寺
本
」
に
お
い
て
は
、「
而
已
」
の
形
で
訓
合
符
が
付
さ
れ
た
一
例
を
除
き
、

而
字
自
体
に
訓
点
が
施
さ
れ
た
例
は
見
ら
れ
ず
、
而
字
を
不
読
と
す
る
見
方
に

矛
盾
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
而
已
」
の
例
に
つ
い
て
は
ノ
ミ
と
訓
ん

で
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
別
に
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
醍
醐
寺
本
」

に
お
い
て
は
、
特
に
、
シ
カ
ウ
シ
テ
と
訓
ん
だ
と
見
ら
れ
る
例
が
存
す
る
な
ど
、

而
字
自
体
を
訓
む
訓
み
方
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

思
う
に
、「
醍
醐
寺
本
」
に
見
ら
れ
る

の
よ
う
な
例
は
、
全
く
の
推

測
で
は
あ
る
が
、
も
し
「
醍
醐
寺
本
」
が
、
先
の
之
字
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ

う
に
、
仏
家
点
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
仏
家
点
に
お
い

て
漢
字
左
下
の
星
点
を
返
点
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
あ
る
い
は
、

離
れ
た
テ
を
返
点
の
位
置
に
打
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

七
、
ま
と
め
と
し
て

　

筆
者
は
、
浅
学
に
し
て
訓
点
資
料
に
お
け
る
助
字
の
訓
読
が
ど
の
よ
う
に
行

な
わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
実
態
を
把
握
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
一
資

料
内
に
お
け
る
助
字
の
傾
向
に
一
貫
性
を
見
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
テ
の
ヲ
コ

ト
点
を
考
察
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
有
用
な
こ
と
で
あ
る
の
か
ど
う
か

の
不
安
は
あ
る
。

　

し
か
し
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
調
査
を
行
な
っ
て
き
た
『
白
氏
』『
推
古
』、
そ

し
て
、
毛
利
博
物
館
所
蔵
『
史
記
』
第
九
呂
后
本
紀
（
一
〇
七
三
年
加
点
）、
東
北

大
学
図
書
館
所
蔵
『
史
記
』
第
十
孝
文
本
紀
（
一
〇
七
三
年
加
点
）、
な
ど
の
資
料

に
お
い
て
、
離
れ
た
テ
を
句
切
り
の
点
と
解
釈
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、

小
稿
で
取
り
上
げ
た
『
遊
仙
窟
』
に
お
い
て
も
、
同
様
に
離
れ
た
テ
を
句
切
り

の
点
と
見
た
方
が
、
助
字
の
訓
読
に
関
し
て
一
貫
性
を
も
っ
て
解
釈
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
、
全
く
の
無
用
の
考
察
で
は
あ
る
ま
い
。
離
れ

た
テ
を
句
切
り
の
点
と
す
る
見
方
は
、
離
れ
た
テ
を
返
点
と
す
る
見
方
と
と
も

に
、
併
せ
て
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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〈
注
〉

１　
「
・
」
の
こ
と
。

２ 　

之
字
の
前
に
付
さ
れ
て
い
る
記
号
が
雁
点
な
ど
の
返
点
で
は
な
く
訓
合
符

で
あ
る
た
め
、返
読
し
た
形
で
は
訓
ま
れ
な
い
と
見
て
こ
こ
に
分
類
し
た
が
、

或
い
は

 
と
同
様
に
扱
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

３ 　

こ
れ
を
こ
こ
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
の
考
察
を
参
照
の

こ
と
。

４ 　

こ
れ
を
こ
こ
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
の
考
察
を
参
照
の

こ
と
。
以
下
の
、
而
字
の
左
下
に
テ
の
ヲ
コ
ト
点
が
打
た
れ
て
い
る
例
も
同

様
。
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読
」を
示
す
星
点
を
め
ぐ
っ

て
」
修
士
論
文

越 

智
裕
二
（
一
九
九
八
）｢

『
神
田
本
白
氏
文
集
』
に
お
け
る｢

て｣

の
ヲ
コ
ト
点
に
つ
い

て｣

『
山
口
国
文
』
二
一

笹 

岡
祐
子
（
二
〇
〇
一
）｢

史
記
第
九
呂
后
本
紀
に
み
る
テ
の
ヲ
コ
ト
点
の
加
点
の
意
義

に
つ
い
て｣

『
山
口
国
文
』
二
五

越 

智
裕
二
（
二
〇
〇
七
）「『
岩
崎
本
日
本
書
紀
巻
第
二
十
二
推
古
紀
』
に
お
け
る｢

テ
の

ヲ
コ
ト
点｣

に
つ
い
て
―
助
字｢

之｣

に
加
点
さ
れ
た｢

テ
の
ヲ
コ
ト
点｣

に
着
目
し

て
―
」『
東
ア
ジ
ア
研
究
』
五

越
智
裕
二
（
二
〇
〇
八
）「
訓
点
資
料
に
お
け
る
「
句
切
り
の
点
」
分
類
考
」
博
士
論
文
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